
༿ݴか͚͸ɺʮਓ生のઅ໨ʹ͸ɺඞͣՖが͋Δʯͱ͍͏͖ͬͨͬࢥがՖ԰ʹͳΖ͏ͱࢲ　
ͱのग़ձ͍Ͱͨ͠ɻ੺ͪΌΜがॳΊͯ໨ʹ͢Δ΋のがɺ͓฼͞Μのসإͱࣗ෼のՖଋͩͬ
ͨらʜʜɻ๢͘ͳͬͨํがࣗ෼のՖを๊ཱཱྀ͍ͯͨΕΔͱͨ͠らʜʜɻͦΕ͸ͲΜͳʹૉ
ఢͳ͜ͱͩΖ͏ͱͨͬࢥΜͰ͢Ͷɻ
ͪ࣋ؾΓɺͦのதͰ生໋の大੾͞΍͓ͯͬߦಈを׆ɺখֶ生をର৅ʹʮՖҭʯࡏݱ͸ࢲ　
をࠐΊ͓ͨՖをଃΔتͼを஌Δɻͱ͍͏͜ͱʹऔΓ૊ΜͰ͓Γ·͢ɻ
　ͦの׆ಈを௨ͯ͠ʮՖのૉ੖ら͠͞ʯを࣮͢ײΔΜͰ͢ɻͩからͦ͜ɺ͜Εから΋ଟ͘
のਓʹʮՖの͋Δຖ日ʯを͓ಧ͚Ͱ͖ͨらͱ͍ࢥ·͢ɻ

全国的に花屋さんは減少傾向にありますが、
花は暮らしに必要なものだと信じています。

� 代表　山田　紀行

花工房るふらん
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課　　題 取　　組 結　　果

Company Information

業務用装飾花の鮮度保持と生産性向上による売上拡大事業

■作業環境の改善
■作業ޮ཰の向上
■生Ֆখച業ऀͱの࿈ݱ࣮ܞ

ೳ෇΢ΥʔΫΠϯɾετοΧʔػߴ■
　のಋೖ
■৽ͨͳϏδωεϞσϧの૑ग़

■作業৔ػೳの੬ऑ性
■生Ֆখച業քͱͯ͠のٕज़ऀෆ଍ɺ
業ॖখのྲྀΕࣄ　

■設　立／平成元年８月
■資本金／ 350万円
■業　種／生花販売
■従業員／４名

☎ & FAX.0959-23-3303
■所在地／〒857-2306�長崎県西海市大瀬戸町東浜 428-1
■代表者／山田　紀行

Ֆ޻๪Δ;ΒΜ

　経営者以下３名が一級フラワー装飾技能士の資格を有する
「花工房るふらん」。経営者以外の従業員が資格を取得してい
るケースは同業他社を見回しても稀である。
　一方、生花小売業界の状況としては、フラワー装飾技術者
不足という課題を抱えている。経営者の高齢化から事業縮
小を選択するケースも散見
されるが、このような生花
小売業者は長年の経営実績
により、地元に根強い顧客
層を有しているケースが多
い。
　そのような技術者不足に
悩む同業者に対し、「るふ
らん」が持つフラワー装飾
の技術を提供するという新
たなビジネスモデルの創出
を考えた。

　この経営戦略を実現するにあたって、作業効率の向上と作
業日数の確保が課題となった。「既存のストッカー」は小容
量なため完成した商品を保管することができない。また、鮮
度保持能力が低いため、商品を納品の１～２日前からしか制
作できず、複数会場の受注時には対応不可能となり断らざる
を得ないケースも発生
していたのである。
　そこで、大型かつ最
新型のウォークイン・
ストッカーを導入。台
車に乗せたまま商品の
出し入れができるよう

にするため、ドアを大きく
カスタマイズする他、照明
は太陽光に近い光にし、ス
トッカー内外の温度変化が
少なくなるように、温度、
湿度をコンピュータ制御で
きるようにした。それによ
り多品種の花を取扱うこと
が可能となり、顧客開拓や
多様なオーダーへの対応の
窓口が広がった。

　ウォークイン・ストッカーを導入したことで、より繊細な
温度、湿度の管理が可能となり、植物にいい環境が作れてい
る。商品の開花促成や抑制もスムーズに行え、生花の鮮度保
持も格段に改善。商品の制作も３～４日前から可能になった
おかげで残業時間が格段に軽減する等、作業環境の改善にも
つながった。また、台車に乗せたまま商品保管が可能になっ
たことで、女性一人でも出し入れができるようになり、作業
効率も大幅にアップした。
　これまで以上に在庫を抱えられるようになったが、逆にロ
スは 10%程度軽減し、利益率が向上。近隣の生花小売業者
との連携も、これまでに２件の実績があり、現在相談を受け
ている案件も複数ある。

ۙྡのՖ԰ʹɺελοϑ΍ઃඋ౳を
ఏ͢ڙΔϏδωεϞσϧɻ

Ͱ作業環境改善ɻݮ業࣌ؒのܰ࢒
গ͠རӹ཰Ξοϓɻݮϩε͸ݿࡏ

২෺の͜ͱɺͦͯ͠ਓの͜ͱをͨ͑ߟ
ετοΧʔをΦʔμʔϝΠυɻ

一級フラワー装飾技能士である山田氏
は、フラワーデザインコンテストの審査
員補佐も務める

台車に乗せたままで、商品の出し入れが
可能

バリアフリーにも対応したウォークイン・ストッカー

広々としたストッカー
に、色とりどりの植
物がズラリと並ぶ

औ૊へのܦҢ ՝　୊

಺༰ࢪ࣮ औ　૊

औ૊੒Ռɾ೾ޮٴՌ ݁　Ռ
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